　　　　評価計画作成のために　～評価から授業を考える～
はじめに
　各学校では，また，それぞれの教室でも，一年間の国語科の指導計画を作成して，その計画に沿って授業を中心とした学習指導を行います。授業は，学習する生徒に「国語の学力」をつけさせるということが目標であり目的であることは，言うまでもありません。そして，一人一人の生徒に確かな言葉の力が身についたかどうかを確かめるために評価（学習評価）が行われます。学習評価はさらに，行われた授業について，その内容や進め方が妥当であったかどうかを教師が検証し，授業を改善するための機能ももっています。
　授業を通して行われる学習指導と学習評価は，このような関係にあります。
　しかし，この学習指導と学習評価のつながりが，正しく行われてきたでしょうか？
　学習評価が生徒にとって「自らの学習の状況に気付き，その後の学習や発達が促される契機となるべきもの」*
となっているでしょうか？
　この文章では，平成２０年に改訂された学習指導要領と，平成２２年３月２４日に中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会から出された『児童生徒の学習評価の在り方について（報告）』（以下『報告』と示します），及び平成２２年１１月に国立教育政策研究所教育課程研究センターから出された『評価規準の作成のための参考資料（中学校）』（以下『参考資料』と示します）をもとに，『中学生の国語』を使って授業を行うとき，評価についてどのように考え，実施していくことが求められているのかについてのよりどころをお示しします。
　各学校で，また教室で，学習する生徒のための充実した学習指導が行われるようになるためには，まず評価の改善が必要だからです。
１　学習評価の意義を確かめましょう
　授業には目標があって，その目標の実現に向かって学習活動が展開されます。国語の授業では，学習活動を行うことにより，言葉の力を身につけることが目標になります。
　どんな言葉の力をつけることを目指して学習が行われるのか，見通しをもって意識しながら学習に取り組むことと，学習が終わったところで，学習した内容と方法について学習する生徒自身が確かめるために振り返ることにより，学習した内容がいっそう定着することになります。同時に，これらの活動は，自ら学ぶ意欲を育てることにつながります。*

　学習評価は，この学習内容についての「見通しと振り返り」と大きなかかわりがあります。
　それは，学習評価が，「生徒の学習について，学習した内容がどの程度実現されているかを見るために行われる」ものであり，さらに「児童生徒にとって，学習評価は，自らの学習状況に気付き，その後の学習や発達・成長が促される契機となるべきもの」だからです。*

　学習した内容について，それが目標に照らしてどの程度身についているかを，指導する教師が，評価規準に基づいて生徒に示します。この評価を受け取った生徒は，自身の学習した結果が目標に照らして必要な規準に達しているかどうかを判断することができます。それが「Ｂ　おおむね満足できる」と評価されるようになることが，個々の生徒にとっては，一応の学習のゴールだと言えるからです（ただし，学習した後の「振り返り」の内容について，それが妥当なものなのか，求められる規準に達しているのかどうかは，生徒はそれだけでは判断できません。教師による評価と照らし合わせることによって，初めて可能になります）。
　学習評価は，このように，個々の生徒の学習の成果を値踏みするために行うものではなく，学習の成果をもとに，その後の発達・成長を促す契機となるように，学習を促すためにこそ機能することが求められています。
　これまで，とかく「評価」というと，学習の成果を点数化することや，できたかできなかったかを論ずることだと考えられてきました。しかし，今回の学習指導要領の改訂を契機として，上に示したような評価についてのパラダイムの転換が強く求められていることを踏まえて，学習評価について考えていく必要があります。
２　学習評価の改善の方向を確かめましょう

　では，これからの学習評価は，どうあるべきなのでしょうか。
　先に示した『報告』及び『参考資料』は，改訂された学習指導要領と，その前提となった学校教育法の一部改正，さらには中央教育審議会答申「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について」（平成２０年１月）（以下『答申』と示します）の趣旨を踏まえたものとなっています。また，平成２２年５月には，「小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）」が出されました。その中に，これからの学習評価に求められる方向性が示されています。
　まず第一に，学習評価を，「学習する目標と内容について行う」ということを確かめる必要があります。
　特に国語科は，“言語を対象として言語を用いて学習する教科である”という特性を踏まえて学習評価を行うという姿勢を確認する必要があります。具体的には，たとえばこれまでともすると，「Ｃ　読むこと」の教材を学習している時間に行われる「話し合い」の活動を，「Ａ　話す・聞く能力」で評価するというようなことが行われていました。また，学習指導案などに，一単位時間の授業ごとに，「関心・意欲・態度」と，「Ａ話す・聞く能力」，「Ｂ書く能力」，「Ｃ読む能力」，さらに「言語についての知識・理解・技能」のすべての観点について評価するように書かれていることもありました。実は，このような評価の在り方を改めることが，強く求められています。
　それは『答申』において，次のように端的に指摘されています。
　１単位時間の授業において評価の４観点（関心・意欲・態度，思考・判断，技能・表現，知識・理解）のすべてを評価しようとしたり，授業冒頭に「進んで取り組んでいるかどうか」をチェックし，チェック終了後授業に入ったりするなど評価のための評価となっている不適切な事例も見られる。*

　また，学習評価の時期の問題について，すなわち，授業の進行に応じて適切な場面で評価することと，学習のまとまりを意識して，ある程度の区切りの中で学習を評価するという考え方に変えていく必要性も指摘されています。*

　第二は，学習指導と学習評価の一体化についての視点です。
　『報告』では，指導計画や指導案を作成するに当たっては，学校として組織的に取り組むことを前提に，その指導計画や指導案に，「評価規準や評価方法等，評価の計画も含める」ことが明示されました*
。そのうえで，作成した評価計画も含む指導計画そのものを評価して，何らかの課題が明らかになった場合には，そのことに対応するように教育計画全体を改善する姿勢が必要であると指摘しています。
　このことを実現するためには，教科指導の在り方を根本的に改める必要が生じます。たとえば「本校の生徒の実態として，思考力・判断力・表現力等に課題がある」ことが明らかになったとしたら，指導計画を（時には年度途中でも）見直して，必要な改善を行うということです。なぜなら，年度当初に作成した指導計画通りに教科指導を行っていたのでは，明らかになった課題に対応できないからです。学校によっては，教材の配列の大幅な入れ替えが必要になるかもしれません。ある場合には，同様の内容を扱う教材を再度別の視点や立場から指導する必要が生じます。
　このようにダイナミックな発想をもって，学習指導と学習評価の一体化を推し進めることが求められているのです。
　第三は，学習評価について，「妥当性と信頼性を高める」ことの重要性についての認識です。特に「妥当性」ということについて『報告』では，
　本報告においては，学習評価の「妥当性」は，評価結果が評価の対象である資質や能力を適切に反映しているものであることを示す概念として用いている。この「妥当性」を確保していくためには，評価結果と評価しようとした目標の間に関連性があること（学習評価が学習指導の目標（学習指導要領等）に対応するものとして行われていること），評価方法が評価の対象である資質や能力を適切に把握するものとしてふさわしいものであること等が求められる。*

と示されました。このことは，「関心・意欲・態度」の評価の改善について，特に意識する必要があります。たとえば，授業中の挙手や発言の回数などといった表面的な状況から評価するのではなく，「授業や面談における発言や行動などを観察するほか，ワークシートやレポートの作成，発表といった学習活動を通して評価する」ことが例示されているように*
，国語科の学習内容に関心をもち，自ら課題に取り組もうとする意欲や態度を身につけているかどうか，学習を行った成果としてどのような態度が身についたか，などを評価する観点です。そこで，この観点の評価については，ある学習場面だけで評価するのでなく，教材全体の学習を通して，また，同一の領域の学習をまたがって評価するなど，これまで行ってきた評価方法と評価時期を見直す必要があります。
　最後に，評価規準の示し方についての課題です。「小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）」，及び『参考資料』では，次のように示されました。
　　各教科等・各学年等の評価の観点等及びその趣旨
  　　国語
　　　　国語への関心・意欲・態度：国語で伝え合う力を進んで高めるとともに，国語に対する認識を深め，国語を尊重しようとする。
　　　　話す・聞く能力：目的場面に応じ適切に話したり聞いたり話し合ったりして，自分の考えを豊かにしている。
　　　　書く能力：相手や目的，意図に応じ，筋道を立てて文章を書いて，自分の考えを豊かにしている。
　　　　読む能力：目的や意図に応じて，様々な文章を読んだり読書に親しんだりして，自分の考えを豊かにしている。
　　　　言語についての知識・理解・技能：伝統的な言語文化に親しんだり，言葉の特徴やきまり，文字の使い方などについて理解し使ったりするとともに，文字を正しく整えて速く書いている。
　この記述からは，観点ごとの学習状況の評価について，それぞれの文末の表記から学習の成果を質的にとらえて評価を行うという立場をとることが示されています。すなわち，何かができたかどうかという評価ではなく，また，限られた範囲のテストで数値化したものを評価として示すのではないという立場です。つまり，日常の学習活動の具体的な姿から評価していこうとする考え方です。
　したがって，これまで以上に，教材ごとの評価規準の検討が必要になります。また，評価方法についても，今後さまざまに検討されることが求められることになります。
　このことについて『参考資料』では，
　評価規準を適切に設定するとともに，評価方法の工夫改善を進めること，評価結果について教師同士で検討すること，実践事例を着実に継承していくこと，授業研究等を通じて教師一人一人の力量の向上を図ること等に，校長のリーダーシップの下で，学校として，組織的・計画的に取り組むことが必要である。*

として，学習評価が学校全体で行われることを求めています。
　学習評価の改善については，以上のことだけで十分というわけではありません。その趣旨は，改訂された学習指導要領の内容が確実に定着するように，学習指導の改善につながるように，学習評価を改善することにあります。そのことを基盤として，これからの学習指導と評価を考えていく必要があるのです。
３　具体的な手順を考えましょう
　学校では，年度が始まるにあたって，年間の指導計画を立てます。これまでその年間指導計画には，月と週と教材や単元があって，それぞれの教材ごとの配当時間が示され，その次にようやく，学習活動があるというような形のものが多かったのではないでしょうか。このような指導計画は，まず教科書があって，その教科書の単元や教材の配列に従って授業を進めていくことが前提となって作られてきました。
　確かに教科書は学校における主たる学習資料であり，それが学習指導の柱であることは言うまでもありません。しかし，今回の学習指導要領の改訂とそれに伴う評価について，『報告』では，その根本的なあり方についての改善が求められています。
　『報告』の，「３．学習評価の今後の方向性について　（１）学習評価の意義と学習評価を踏まえた教育活動の改善の重要性」の中で，（学習評価を踏まえた教育活動の改善の重要性）の項には，次のように示されています。
○　従前指導と評価の一体化が推進されてきたところであり，今後とも，各学校における学習評価は，学習指導の改善や学校における教育課程全体の改善に向けた取り組みと効果的に結びつけ，学習指導に係るＰＤＣＡサイクルの中で適切に実施されることが重要である。
○　すなわち，教師や学校にとっては，
【1】学校における教育課程の編成や，それに基づいた各教科等の学習指導の目標や内容のほか，評価規準や評価方法等，評価の計画も含めた指導計画や指導案の組織的な作成
【2】指導計画を踏まえた教育活動の実施
【3】児童生徒の学習状況の評価，それを踏まえた授業や指導計画等の評価
【4】評価を踏まえた授業改善や個に応じた指導の充実，指導計画等の改善
といった，Plan（【1】），Do（【2】），Check（【3】），Action（【4】）のＰＤＣＡサイクルを確立することが重要である。
　このようなＰＤＣＡサイクルは，日常の授業，単元等の指導，学校における教育活動全体等の様々な段階で繰り返されながら展開されるものである。学習評価を通じて，教師が授業の中で児童生徒の反応を見ながら学習指導の在り方を見直したり，一連の授業の中で個に応じた指導を図る時間を設けたりすることや，学校における教育活動を組織として改善したりしていくこと等が求められる。
　ここでまず注目すべきなのは，「【1】各教科等の学習指導の目標や内容のほか，評価規準や評価方法等，評価の計画も含めた指導計画や指導案の組織的な作成」という記述です。先にあげたこれまでのような指導計画ではなく，学習指導における目標や内容（＝学習指導要領の指導事項）を示すことがまず必要であり，そのうえで，評価の計画も含んだ指導計画や指導案を，学校という組織として作成することが求められています。さらには，その指導計画に基づく教育活動を対象とした評価を行ったうえで，必要に応じて指導計画そのものを改善する必要性が示されました。
　既に述べたように，年間の指導計画を年度当初に立てて，それを用いて一年間の教育活動を行うのでよしとする考え方を改め，年度の途中の適切な時期に教育活動全体についての評価を行い，もし課題が明らかになったら，年間指導計画そのものを見直し修正する姿勢が，学校には求められるのです。
　では今後，国語科の年間指導計画と教材の指導計画はどのように準備し，授業を行っていくべきなのでしょうか。
（１）「つけたい力」から始まる授業
　　授業は，言うまでもなく生徒に学習をさせ，その結果として「学んで得た力」としての「学力」を身につけさせるために行われる教育活動です。そこで，私たち教師はまず，本校の生徒に「どんな学力に課題があるか」を明らかにする必要があります。各学校により様々ですが，例えば，「考えることに課題がある」ということが，各種の調査から明らかになることがあるでしょう。学校によっては，「発表したり，人に意見を伝えたりすることに課題がある」ということもあるかもしれません。
　　指導計画の作成は，ここから始まります。教科書は，学習指導要領の目標と内容が偏りなく配列されていますが，それに従って指導計画を作成すれば十分だとは言えない理由がここにあります。「本校の生徒の実態に基づく指導計画」が必要だということです。その中で，課題を解決し，「学力」を偏りなく育てることが学校の責務なのです。
　　そこで，まず教科書の教材の配列に基づいた仮の指導計画を作成します。そこに，「本校の生徒の課題」を重ね合わせて，どの領域や事項の内容を重点的に指導する必要があるかを考え，次の段階に進みます。ここでぜひ考えておきたいことは，その指導計画が，「誰が見てもわかるもの」になるよう配慮することです。近年，各学校において，さまざまな情報を保護者・市民に開示することが広く行われるようになりました。そのことも念頭に置いて，学校のすべての教職員が作成された指導計画をもとに教育活動が行えるように，さらには，指導計画で示した目標が理解できることで，自覚して学習する姿勢が生まれることも視野に入れた，そういう「わかりやすさ」が求められるのではないでしょうか。
　　指導計画の最初の枠組みには，学習の目標としての「つけたい力」が書かれます。これは，その教材で学習することによって生徒に身につく「学力」そのものであり，「学習のゴール」でもあります。その根拠は「学習指導要領の第２　各学年の目標と内容」に求められます。なぜなら，各領域の内容の(1)と〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕で示された指導事項こそが，学習を通して「つけたい言葉の力」そのものだからです（ただし，それぞれの指導事項には，複数の要素が含まれていることがありますから，教材の内容によっては，整理をする必要が生じます）。
　　この学習指導要領の内容の(1)は，学習指導を行う際の根拠ではありますが，そのままでは，学習の目標にはなりません。そこで『中学生の国語』では，各教材の題名の前に，「学習目標」を示しています。この「学習目標」は，生徒にその教材で学ぶ言葉の力がどんなものなのかを示して，「自覚して学習する姿勢」を持たせたいという願いを教科書を編集し提供する立場から具体化したものですが，授業を行う先生方にとっては，「つけたい力」が明示されていることになります。年間指導計画には，この「学習目標」に基づき，それを「～する力」と置き換えることにより，学習の目標が示されることになります。
（２）「つけたい力」から「評価規準」へ
　　授業では「学習のねらい」が達成できるように学習活動が行われます。『中学生の国語』では，その具体的な過程を，「Ａ　話すこと・聞くこと」及び「Ｂ　書くこと」の領域では，具体的に教科書の内容として示しています。また，「Ｃ　読むこと」の領域では，各教材の後の「学びの道しるべ」がそれにあたります。さらに，学習の最終段階で，「Ａ　話すこと・聞くこと」及び「Ｂ　書くこと」では，「振り返る」において，学習の目標が達成できたかどうかを生徒が確かめることができるように示しています。これは，従来の印象を書きこむような自己評価ではなく，学んだことの意味や価値を考えさせるという「振り返り」をさせるための学習活動です。同様に「Ｃ　読むこと」の教材では，「学びの道しるべ」の最後に，「学びを振り返る」を置いて，学習目標が達成できたかどうかを振り返ることができるようになっています。
　　これらは，学習の目標を達成することを目指して行われる学習過程において，それぞれの教材で行われる領域ごとの言語活動を評価する規準として機能するように示しています。
　　教科書全体として，「つけたい力」が身につく学習活動が行われることを意図して構成され，その学習活動の過程で観点ごとの評価が行われるよう構造化されています。
　　各教材の評価規準は，既に述べたように，すべての領域の評価が行われるものではなく，その教材で目指す「学習のねらい」に沿って示されるべきであり，そのことだけがそれぞれの教材で評価する学習活動であるという考えに基づいています。例えば「Ｃ　読むこと」の学習の過程で，読み取ったことを書く学習が行われます。生徒が書いた内容は，あくまで「Ｃ　読む能力」で評価されなければなりません。同様に，読み取った内容やそれに基づいて考えたことを話し合う学習についても，その評価規準は例えば「文章の内容を的確にとらえ，（話し合いを通して）自分の考えを明確にしている。」となります。この学習活動を「Ａ　話す・聞く能力」で評価することは，『報告』で示された学習評価の意義に反することになるからです。
　　学習評価については，評価規準と併せて評価方法を示すことも必要です。
　　国語科の学習活動の特質から，評価方法は，次のような整理ができます。
	行動の観察
	　学習の中で求められている「行動」が行われているかどうかを「観察」によって評価する方法。
　主として音読・朗読，話し合い，スピーチ・発表などの言語活動を評価する場合に用いる。

	発言の確認
	　学習の中で「発言」した内容が，求められている評価規準を満たしているかどうかを「確認」して評価する方法。

	発言の分析
	　「行動の観察」や「発言の確認」により評価する場面で，「発言」された内容について，「分析」してその発言の質を評価する方法。

	記述の点検
	　設定した評価規準に基づいて求められる内容が「記述」されているかどうかを，「点検」して評価する方法。

	記述の確認
	　「記述」された内容が，評価規準を満たしているかどうかを，ノートやワークシートなどにより「確認」して評価する方法。

	記述の分析
	　「記述の点検」や「記述の確認」により評価する場面で，「記述」された内容について「分析」してその質を評価する方法。


　学習評価は，その授業で行う学習活動を対象として行われますから，それぞれの評価規準に適した評価方法を明確にして評価することが，学習過程を明確にし，学習活動を確かなものにするためには不可欠です。
（３）学習活動の計画へ
　　教材研究を行う意味と意義はどこにあるでしょう。それは当然，授業をする先生方が，より良い授業を行いたい，生徒の学力を高めたいなどという「教師としての願い」に基づいています。「つけたい力」があって，そのための「評価規準」があるのですから，教材をどのように扱うかということについては，「評価できる学習活動」を行わせる必要があります。教材研究では，教材そのものの価値について研究することがその第一段階として欠かすことはできませんが，それが授業においてどのような意味をもつかを考えることも必要です。どの教材も，その取り上げ方，あるいは授業における扱い方は，多様に考えられます。その多様性を考えることも教材研究です。その中から，目の前の生徒にとって価値のある学習活動を行うために，可能な限り多くの生徒が評価規準の「Ｂ　おおむね満足できる」状況を達成できるようにするためには，どのような学習活動を行えばよいかを考える，そういう立場からこそ，教材を研究する必要があります。
　　それぞれの学校の生徒の実態と課題に応じた教科としての重点を考慮して，教科の目標が作成されます。指導計画の作成は，そこから出発しています。従って，生徒の実態についての診断的評価に基づいて，授業で取り上げる教材について，標準的な配当時間数ではなく，重点的に指導することが必要な領域については時間をかけることも必要です。また，学習の進行によって，繰り返して学習させる指導事項が明らかになることもあります。その場合には，教材の順序を入れ替えることも考えられます。
　　従来の教科書で見られた教材に新しく出てくるものを学習するという漢字学習の方法では，このような柔軟な指導計画の見直しと修正は事実上不可能でした。この『中学生の国語』では，漢字学習の重要性を踏まえたうえで，系統的に，偏りなく学習が行えるようになっています。それは，単に漢字学習だけの問題ではなく，指導計画と評価計画を柔軟なものとして，各学校の教育活動が特色あるものとすることが可能になるシステムでもあります。
（４）１時間の授業の計画と学習評価
　「つけたい力」が学習する生徒に身につくことを願って，「学習目標」が明確な学習活動を組織するためには，評価計画が必要です。その評価計画には，評価規準と評価方法が示されます。『報告』では，学習指導案にも，それを明示することが求められています。
　そこで留意したいことは，評価の時期の問題です。同じく『報告』では，このことについて，次のように示されました*
。
○　授業改善のための評価は日常的に行われることが重要である。一方で，指導後の児童生徒の状況を記録するための評価を行う際には，単元等ある程度長い区切りの中で適切に設定した時期において「おおむね満足できる」状況等にあるかどうかを評価することが求められる。
　　この指摘からは，１時間の授業を行うための学習指導案という発想ではなく，教材全体の指導計画案を作成することが求めていると考えることができます。なぜなら，観点別の評価規準は，ある１時間だけを見たのでは評価しきれないことがあるということです。言い換えれば，「身につけたい学力」は，１時間で身につくとは考えられないということでもあります。
　　この『中学生の国語』では，この立場に基づいて観点別学習状況の評価が行われることを前提に，毎時間学習評価を行うのではなく，学習のまとまりとして数時間にわたる場合には，そのまとまりごとに評価することを想定した指導計画を作成しました。
　　当然，授業をする際には，この１時間が学習過程全体のどの位置にあって，それがどのような観点別学習状況の評価を行うどの段階にあるかを意識して取り組むことが求められます。
　　このように考えることにより，求められている指導と評価の一体化や，授業改善のための学習評価が，一層明確になると考えるからです。
（５）　授業を改善するための学習評価
　これまで，学習評価は，学習する生徒のためにその学習の成果を評価することがその中心的な働きであると考えられてきました。学習評価の機能はそれだけではないことが，繰り返し言われてきましたが，学校にはそれがなかなか浸透してこなかったのが現実です。このことについて，『報告』では，「３．学習評価の今後の方法性について」の冒頭で，「学習評価を踏まえた教育活動の改善の重要性」が強調されています。*

○　学習評価は，児童生徒が学習指導要領の示す目標に照らしてその実現状況を見ることが求められるものである。学習指導要領は，各学校において編成される教育課程の基準として，すべての児童生徒に対して指導すべき内容を示したものであり，指導の面から全国的な教育水準の維持向上を保障するものであるのに対し，学習評価は，児童生徒の学習状況を検証し，結果の面から教育水準の維持向上を保障する機能を有するものと言える。
　また，本文の「２　学習評価の改善の方向を確かめましょう」でも触れたように，「学習評価の妥当性と信頼性を高める」ことが合わせて強調されました。
　それは，学習評価が改善されることが，授業の改善と結びついていて，最終的には，生徒の学力の向上につながると考えられるからです。
　学習評価は授業を通して生徒の学習の状況を把握して，可能な限り多くの生徒が「Ｂ　おおむね満足できる」状況が実現できるように授業を改善するためにこそ行われなければならないということです。
　たとえば実際の授業で，もし全員を，ある観点において「Ｂ　おおむね満足できる」もしくは，「Ａ　十分満足できる」と評価した場合を考えてみましょう。この評価は妥当でしょうか？　また，信頼できる評価だと言えるでしょうか？　一方で，学級のほとんどの生徒について「Ｃ　努力を要する」状況という評価になった場合はどうでしょう？　どちらの場合でも，まず評価規準が妥当なものであったかを検討する必要があります。
　また，国語科においては，「Ａ　話す・聞く能力」，「Ｂ　書く能力」，「Ｃ　読む能力」は，他の教科の基礎的・基本的な知識・技能と「思考・判断・表現」を合わせた評価の観点とされていますから*
，他の教科の観点別学習状況の評価の結果とも照合する必要もあると言えます。
　このように，学習評価の妥当性と信頼性を高めるためには，学校全体として常にその在り方や，学習の状況を把握して，その是正に努める必要があります。それが，教育活動全体を活性化させ，学校への信頼にもつながるからです。もし上のようなことが見られた時，学校としてはどうすべきでしょう？また，さまざまな調査などから，生徒の学習状況について新たな課題が明らかになった場合には，学校は何からその解決の糸口を見いだせるでしょう？
　学習評価の改善がその入口にあるはずです。日々の授業を見直し，指導計画を検討し，教育活動全体を組織として改善するというサイクルの最初の過程と位置づけられるからです。
おわりに
　これからの学校教育の改善の具体的な方向については，中央教育審議会の答申を受けた学習指導要領で示されましたが，とりわけ，「思考力・判断力・表現力の育成」と，その具体化のための「各教科等における言語活動の充実」は，国語科に課せられた大きな課題です。
　このことを実現するためには，これまでの国語の授業を変えていかなければなりません。時代の変化とともに社会状況が大きく変わり，求められる教育の内容についても変革が求められているからです。
　具体的には，教育活動を行うために各学校が作成する教育計画の在り方を見直すことから始まります。カリキュラム・マネジメントという発想が求められる背景は，まさにここにあります。その中で，学習評価についての根本的な意識改革と，改善の具体化が求められていると言えます。
　「指導と評価の一体化」が，掛け声だけに終わらないように，日常的な，学校全体での取り組みが求められています。
　　　　配当授業時数について
　年間の総授業時数は，第一・第二学年140時間（週4時間），第三学年105時間（週3時間）とし，各領域・事項の配当授業時間数は，編成上の目安として，表のように想定しました。

表　各領域・事項の配当授業時数

	
	1年（140）
	2年（140）
	3年（105）

	話す・聞く
	12（15～25）
	12（15～25）
	10（10～20）

	書く
	27（30～40）
	27（30～40）
	19（20～30）

	読む
	35
	37
	33

	伝・言
	30
	28
	20

	小計
	104
	104
	82

	裁量分
	16
	16
	13

	書写
	20
	20
	10

	総授業時数
	140
	140
	105


＊（　）内の数字は，学習指導要領に示された時数です。
＊本編教材の総計で「話す・聞く」「書く」の時数が学習指導要領の下限に不足する場合がありますが，裁量分とした時間数で「確かめよう」『学びを広げる』を活用するなど，弾力的な運用で補っていただくことを想定した配当です。
（参考）学習指導要領の指導事項と本資料での略称
	領域
	略号
	1年生
	2年生
	3年生
	事項
	略号
	1年生
	2年生
	3年生

	話すこと・
聞くこと
	Ａア
	話題設定や取材
	話題設定や取材
	話題設定や取材
	伝統的な言語文化
	伝（ア）
	文語のきまりや訓読の仕方を知り，古文や漢文を音読して，古典特有のリズムを味わいながら，古典の世界に触れること。
	作品の特徴を生かして朗読するなどして，古典の世界を楽しむこと。
	歴史的背景などに注意して古典を読み，その世界に親しむこと。

	
	Ａイ
	話すこと
	話すこと
	話すこと
	
	
	
	
	

	
	Ａウ
	
	
	聞くこと
	
	
	
	
	

	
	Ａエ
	聞くこと
	聞くこと
	話し合うこと
	
	
	
	
	

	
	Ａオ
	話し合うこと
	話し合うこと
	―
	
	
	
	
	

	書くこと
	Ｂア
	課題設定や取材
	課題設定や取材
	課題設定や取材・構成
	
	伝（イ）
	古典には様々な種類の作品があることを知ること。
	古典に表れたものの見方や考え方に触れ，登場人物や作者の思いなどを想像すること。
	古典の一節を引用するなどして，古典に関する簡単な文章を書くこと。

	
	Ｂイ
	構成
	構成
	記述
	
	
	
	
	

	
	Ｂウ
	記述
	記述
	推敲
	
	
	
	
	

	
	Ｂエ
	推敲
	推敲
	交流
	言葉のきまりや特徴
	言（ア）
	言葉の働きや特徴，言葉遣い
	言葉の働きや特徴，言葉遣い
	言葉の働きや特徴，言葉遣い

	
	Ｂオ
	交流
	交流
	―
	
	
	
	
	

	読むこと
	Ｃア
	語句の意味の理解
	語句の意味の理解
	語句の意味の理解
	
	言（イ）
	語句・語彙
	語句・語彙
	語句・語彙

	
	Ｃイ
	文章の解釈
	文章の解釈
	文章の解釈
	
	言（ウ）
	
	
	―

	
	Ｃウ
	
	自分の考えの形成
	自分の考えの形成
	
	言（エ）
	単語，文及び文章
	
	―

	
	Ｃエ
	自分の考えの形成
	
	
	
	言（オ）
	表現の技法
	単語，文及び文章
	―

	
	Ｃオ
	
	読書と情報活用
	読書と情報活用
	漢字
	漢（ア）
	漢字の読み
	漢字の読み
	漢字の読み

	
	Ｃカ
	読書と情報活用
	―
	―
	
	漢（イ）
	漢字の書き
	漢字の書き
	漢字の書き


　　　　年間学習指導・評価計画例
■１年生
	月
	３学期
	２学期
	単元名
	教材名【領域】
	時数
	学習目標
	指導事項・言語活動例
	学習活動
	評価規準

	4
	1学期
	前期
	伝統的な言語文化
	声に出して，さまざまな作品を読もう
【伝】
	4
	・さまざまな種類の作品の音読を通して，古典のきまりなどを知る。
	伝(ア)(イ)
	１　声に出して，さまざまな作品を読む。
	関文章を音読することをとおして古典に親しんだり，我が国に長く伝わる伝統文化について関心を深めたりしようとしている。

言さまざまな種類の作品について，それぞれの作品のもつ言葉のリズムや表現の特徴の違いに気づいている。

	
	
	
	
	竹取物語
【伝】
	4
	・古典特有のリズムを味わいながら，古典の世界にふれる。
	伝(ア)
	１　自分たちのものの見方や考え方を比べながら読む。
	関言葉のリズムを確かめながら読んで，古典に描かれている人々の生活や心情，ものの見方や感じ方を想像しようとしている。

言古文特有のきまりや作品のもつ言葉のリズムに注意して音読している。

	
	
	
	
	漢字の字体・画数・筆順
【漢】
	1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　教材文を読んで，漢字の字体・画数・筆順について考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関さまざまな字体・書体や画数と筆順を学ぶことをとおして，書きやすく読みやすい文字について考えようとしている。

言字体・書体や画数，筆順の意味を理解している。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう①
【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関文化に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言言語文化や伝統文化に関わる言葉を書いたり読んだりしている。

	5
	
	
	表現力１
	スピーチをしよう
【話・聞】
	4
	・聞き手の反応に注意しながら話をする。

・さらに知りたいことやわからないことについて質問する。
	Ａアウエ

言(ア)
活動例(ア)
	１　話題を選ぶ。

２　話す材料を集める。

３　スピーチの練習をする。

４　スピーチをする。

５　学習を振り返る。
	関聞き手の反応に注意しながら話したり，もっと知りたいことについて質問したりしようとしている。

Ａ日常生活の中から話題を決め，スピーチをするための材料を集めて整理して，伝えたい内容を明確にしている。

Ａ聞いたスピーチについて，話し手の伝えたい内容や話し方の工夫を捉え，必要に応じて質問している。

言話す目的にふさわしい話し方はどのようなものかを考えながらスピーチをしている。

	
	
	
	
	一枚レポートを書こう
【書】
	4
	・集めた材料を分類・整理して，文章の構成を考える。

・調べたことについて，根拠を明確にした文章を書く。
	Ｂイウ

言(エ)
活動例(イ)
	１　テーマと視点を決める。

２　材料を集めて整理する。

３　構成を考えて書く。

４　意見を交流する。

５　学習を振り返る。
	関レポートを書くことを振り返って，構成を考えたり根拠を明らかにして文章を書いたりすることの必要性に気づき，自分の表現にいかそうとしている。

Ｂレポートの構成を考えるために，集めた材料を分類したり取捨選択したりするなどして，整理している。

Ｂテーマについて，集めた材料にもとづいて根拠を明確にして書いている。

言レポートにふさわしい「書き言葉」の表現や，接続する言葉・指示する言葉などを適切に用いて書いている。

	
	
	
	
	類義語辞典の活用
【言】
	1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	言(ウ)
	１　教材文を読んで，類義語辞典の活用について考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関似た意味を表す多様な語句があることに気づき，話や文章の中で使う際の表現上の違いについて考えようとしている。

言似た意味を表す多様な語句について辞典などを用いて調べて，話や文章の中でのはたらきについて理解している。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう②
【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関表現に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言表現に関わる言葉を書いたり読んだりしている。

	6
	
	
	表現力２
	水田のしくみを探る
【読・説明】
	4
	・筆者の説明にはどのような工夫があるか考えながら読む。
	Ｃエ

言(エ)

漢(ア)
活動例(イ)
	１　52ページの図の三つの層は，それぞれどのような層だと説明されているかをまとめる。

２　次の点について読み取り，みんなで話し合う。

　①文章の組み立て方の工夫

　②表現上の工夫

３　本文に加える写真や図表としてふさわしいものを，一つ選ぼう。そして，選んだ理由を書く
	関文章の組み立てや表現の工夫について理解することをとおして，ものの見方や考え方を広げようとしている。

Ｃ文章の段落構成や展開にもとづいて，水田の構造の科学性や長所が述べられていることを理解している。

Ｃ文章の展開，図やグラフの使われ方などに注意して読むと，内容が理解しやすくなることを自分の言葉で説明している。

言指示語や接続詞およびこれらと同じようなはたらきをもつ語句などに注意して読んでいる。

	
	
	
	
	体験文を書こう
【書】
	5
	・日常生活の中から題材を決め，材料を集める。

・文章の構成を考え，理由を明らかにして自分の考えを書く。
	Ｂアイウ

言(ウ)(エ)
活動例(ア)
	１　体験したことを思い出す。

２　構成を考える。

３　体験文を書く。

４　読み合い，感想を伝え合う。

５　学習を振り返る。
	関わかりやすい文章にするために，材料を集めながら考えをまとめたり，段落の役割を考えて文章を構成したりしようとしている。

Ｂ書く目的にそって題材を決め，関連する材料を集めながら，体験文の中心となる事柄をまとめている。

Ｂ集めた材料を整理して，伝えたい事柄が明確になるように段落の役割を考えながら文章を構成している。

言事象や行為などを表す語句や，指示語や接続詞などを効果的に用いて書いている。

	
	
	
	
	接続語・指示語
【言】
	1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	言(エ)
	１　教材文を読んで，接続語・指示語について考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関接続する言葉や指示する言葉を自分の表現や理解にいかそうとしている。

言接続する言葉や指示する言葉の意味とはたらきを適切に理解している。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう③
【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関表現に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言表現に関わる言葉を書いたり読んだりしている。

	7
	
	
	理解力１
	空中ブランコ乗りのキキ
【読・文学】
	4
	・場面の展開や登場人物に注意して読む。
	Ｃウ

言(オ) 

漢(ア) 

活動例(ア)
	１　この作品の登場人物は，それぞれどのような人物として描かれているだろうか。表に書き出してまとめる。

２　場面ごとのキキの気持ちを捉え，考えたことを話し合う。

３　場面を一つ選んで音読し，感想を交流する

４　「白い大きな鳥」は何を表しているのか考える
	関言葉を手がかりにしながら文脈をたどって読んで，描写の効果について考えようとしている。

Ｃ場面の展開や状況の中で登場人物がどのように描かれているかを，確かめながら読んでいる。

Ｃ情景や行動・せりふなどに注目して，それぞれの場面のキキの心情がどのように描かれているか考えながら読んでいる。

言文章の中で使われている比喩や省略，倒置などの表現の技法の意味や使われ方について理解している。

	
	
	
	
	ユニバーサルな心を目指して
【読・説明】
	4
	・言葉の意味を捉えながら筆者の考えを読み取る。
	Ｃア

言(イ) 

漢(ア) 

活動例(イ)
	１　第一段落と第二段落を読み，次の点を表にしてまとめる。

　・「バリアフリー」と「ユニバーサルデザイン」との違い

　・現在の生活での問題点

２　「穴」と「発想」という言葉を手がかりに，次の課題について内容をまとめる。

　①エレベーターの「穴」はどこにあるか。それを埋めるための「発想」は何か。

　②点字ブロックの「穴」はどこにあるか。それを埋めるための「発想」は何か。
	関語句の文脈の中での意味を的確に捉えて文章を読むことをとおして，筆者のものの見方や考え方を理解しようとしている。

Ｃ筆者が捉えている「バリアフリー」と「ユニバーサルデザイン」の意味を，筆者の言う「問題点」としての指摘から理解している。

Ｃ例にあげられている事柄の意味について，かぎかっこをつけた言葉の意味をふまえて考えている。

言本文の語句について，辞書的な意味をふまえたうえで，思考力や想像力を働かせて文脈上の意味を捉えている。

	
	
	
	
	漢字の部首と成り立ち
【漢】
	1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　教材文を読んで，漢字の部首と成り立ちについて考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関漢字の部首や成り立ちを学ぶことをとおして，漢字のしくみや学び方について考えようとしている。

言漢字の部首と成り立ちについて，基本的な用語の意味や漢字に対する見方を理解している。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう④
【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関社会に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言社会に関わる言葉を書いたり読んだりしている。

	9
	2学期
	
	理解力２
	詩三編
【読・文学】
	3
	・詩の内容を理解し，表現の特徴について自分の考えをもつ。
	Ｃエ

言(オ) 

漢(ア) 

活動例(ア)
	１　三編の詩の内容や表現について，それぞれ感じたことや気づいたことをまとめる。

２　感じたことや気づいたことが伝わるように，自分なりに工夫して朗読する。

３　朗読するときに，感じたことや気づいたことを伝えるためにどのような工夫をしたか書く。
	関表現の特徴を分析的に捉え，その工夫や効果について自分の考えをもとうとしている。

Ｃそれぞれの詩の内容や表現の特徴について，気づいたことを説明している。

Ｃ詩の内容や表現の特徴を捉えて，朗読の工夫をしている。

言詩に用いられている表現の技法について理解して，朗読にいかしている。

	
	
	
	
	鑑賞文を書こう
【書】
	2
	・理由を明らかにして自分の気持ちを伝える。
	Ｂウオ

言(ウ) 

活動例(ア)
	１　鑑賞文を書く。

２　感想を交流する。

３　学習を振り返る。
	関自分の感じたことを人に説明するためには，その根拠や理由を示すことが大切であることに気づいて，文章を書こうとしている。

Ｂ題材についての自分の感じたよさが読み手に伝わるように，根拠を明らかにして書いている。

Ｂ題材について書き手の感じたよさと，それがどのように書かれているかに着目して自分の意見や感想を述べている。

言自分の感じたよさを表すために，事象や行為などを表す多様な語句の中から，ふさわしいものを選んで用いている。

	
	
	
	
	言葉の単位・文節の関係
【言】
	2
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	言(ウ)
	１　教材文を読んで，言葉の単位・文節の関係について考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関単語や文節の切り方によって異なってくる多義的な文の意味に見つけようとしている。

言言葉の単位や文節の関係に関わりのある言葉ついて，その名称と働きを理解している。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう⑤
【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関関係に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言関係に関わる言葉を書いたり読んだりしている。

	10
	
	後期
	伝え合う力
	討論ゲームをしよう
【話・聞】
	5
	・相手の意見をふまえながら話す。

・相手の発言を聞いて，自分の考えをまとめる。
	Ａイオ

言(ア) 

活動例(イ)
	１　テーマを決める。

２　自分の考えをまとめる。

３　役割を決める。

４　討論ゲームをする。

５　学習を振り返る。
	関話し合いをとおして，自分と異なる立場や考え方を尊重しながら，自分の考えを確かなものにしようとしている。

Ａ自分の意見とその根拠が相手に伝わるように，話の組み立てを考えている。

Ａ討論ゲームの話題や方向を捉えて話したり聞いたりしながら，自分の考えをまとめている。

言場にふさわしい言葉遣いや，音量，抑揚などを意識して話し合っている。

	
	
	
	
	この小さな地球の上で
【読・説明】
	3
	・自分のものの見方・考え方を広げるために読む。
	Ｃオ

言(ウ) 

漢(ア) 

活動例(ウ)
	１　「ナスカ高原」の話と「イースター島」の話を，表にしてまとめ，比較する。

２　さまざまな体験や経験によって筆者はどのような見方や考え方をもったか話し合う。

　　筆者のものの見方・考え方について，共感する部分や共感できない部分について話し合う。

３　この文章を読んで自分の考えがどのように変わったか，文中の表現を根拠にしてまとめる。
	関筆者のものの見方や考え方について，話し合ったり考えたりすることをとおして，自分の考えを広げようとしている。

Ｃ筆者のものの見方や考え方を，それがどのような体験や経験によるものなのかをふまえて読み取っている。

Ｃ「人間は，果てしなく賢明で，底知れず愚かだ。」（P115L4）とする筆者のものの見方や考え方について話し合ったことをもとに，共感することや疑問に思ったことについて，自分の考えをもっている。

言事象や行為などを表す多様な語句について，その意味を確かめながら文章の内容を理解している。

	
	
	
	
	音声のしくみとはたらき
【言】
	1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	言(ア)
	１　教材文を読んで，音声のしくみとはたらきについて考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関標語や川柳のリズムや響きのよさが，音節の数に由来していることを理解しようとしている。

言基本五十音図に対して，音節，母音･子音の考え方をおおむね理解している。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう⑥
【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関話し合いや日常生活に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言話し合いや日常生活に関わる言葉を書いたり読んだりしている。

	11
	
	
	思考力１
	学校案内リーフレットをつくろう
【書】
	4
	・書いた文章を読み返し，より読みやすくわかりやすい文章にする。
	Ｂエ

言(ウ) 

活動例(ウ)
	１　載せる内容を決める。

２　構成を考えて下書きする。

３　推敲して清書する。

４　学習を振り返る。
	関書いた記事を読み返したり，読み手の興味や関心を考えて意見を出し合ったりすることをとおして推敲の必要性に気づき，文章を書くことにいかそうとしている。

Ｂ書く目的に合うように必要な資料を集め，読み手の興味や関心を考えて，文章を書いている。

Ｂわかりやすく読みやすい文章にするために，文字や言葉の使い方，述べ方などを確かめながら，書き直している。

言読み手にとってわかりやすい適切な言葉を選んだり，親しみやすい述べ方を用いたりして書いている。

	
	
	
	
	信頼をつなぐ
【話・聞】
	4
	・どんなことを伝えるために，何を例に用いて説明しているかを考えながら読む。
	Ｃイ

言(エ) 

漢(ア) 

活動例(イ)
	１　ファスナーはどのようなところで使われているか。本文中にあげられている例を書き出す。

２　三つのまとまりに，それぞれ見出しをつける。

　　筆者が伝えたかったことを中心にして，文章の内容を要約しよう。

３　この文章では，例がどのようなはたらきをしていたか，書いてまとめる。
	関例示の意味や効果を考えながら，筆者が伝えたいことを論の展開にそって読み取ろうとしている。

Ａ本文中にあげられている例のそれぞれが，筆者が伝えたいこととどのようにつながっているかを確かめながら読んでいる。

Ａ大きな意味のまとまりごとに中心を読み取って，それぞれのまとまりがどのような役割をもっているかを理解している。

言伝えたいこととそれを支える例とを書き分けるために，文と文・段落のつながりを筆者がどのように工夫しているかを理解している。

	
	
	
	
	単語の類別・品詞
【言】
	2
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	言(エ)
	１　教材文を読んで，単語の類別・品詞について考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関品詞ごとの意味のおおまかな違いについて考えようとしている。

言単語の品詞分類についておおむね理解している。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう⑦
【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関考えることや身体・健康に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言考えることや身体・健康に関わる言葉を書いたり読んだりしている。

	12
	
	
	思考力２
	タオル
【読・文学】
	4
	・登場人物の行動から，心情を読み取る。
	Ｃウ

言(ウ) 

漢(ア) 

活動例(ア)
	１　おじいちゃんに対する少年の気持ちがよく表れている表現に線を引く。

２　場面ごとの少年の気持ちを捉え，話し合う。

　　最後の場面で「熱いものがまぶたからあふれ出た」理由を考え，説明する。
	関文脈をたどりながら登場人物の行動や心情の描写を読み取ることをとおして，作品の世界を味わおうとしている。

Ｃ時間の流れにそって，祖父の死についての少年の心情を確かめながら読んでいる。

Ｃ最後の場面での，少年と父とシライさんのそれぞれの思いがどのように描かれているかを考えながら読んでいる。

言人物の行動や場面を描くために用いられている語句について，その効果を考えている。

	
	
	
	
	私のトップニュースを書こう
【書】
	4
	・日常生活の中から材料を集め，自分の考えをまとめる。

・根拠の明確さについて意見を述べ合い，自分の表現の参考にする。
	Ｂアオ

言(ウ) 

活動例(イ)
	１　記事の構想を練る。

２　下書きする。

３　下書きを読み合う。

４　新聞を作る。

５　学習を振り返る。
	関書く目的にそって，伝えたい内容の根拠が明確になっているかどうかを交流して確かめ，自分の表現にいかそうとしている。

Ｂ自分が書きたいできごとを構想メモにまとめて，伝えたい内容やその理由を整理している。

Ｂ下書きを読み合い，どのようにしたらより伝わりやすくなるかを指摘し合い，表現を工夫して書き直して清書している。

言書く目的にそって，事象や行為などを表す多様な語句の中から，伝えたい内容にふさわしいものを選んで用いている。

	
	
	
	
	漢字の音と訓
【漢】
	1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　教材文を読んで，漢字の音と訓について考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関同音異字・同訓異字の使い分けについて考えようとしている。

言漢字の音と訓の違い，同音異字・同訓異字についておおむね理解している。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう⑧
【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関考えることや科学・自然に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言考えることや科学・自然に関わる言葉を書いたり読んだりしている。

	1
	3学期
	
	想像力
	「故事成語」を使って書こう
【書】

※【伝】との関連
	3
	・題材の用い方について感想を交流する。
	Ｂア

伝(ア) 

活動例(ア)
	１　故事成語の由来を読む。

２　意味と由来を調べる。

３　文章を書く。

４　感想を交流する。

５　学習を振り返る。
	関故事成語の意味や由来にそった文章を書くことをとおして，日常生活に故事成語が使われている意味を理解しようとしている。

Ｂ意味や由来を調べた故事成語について，それが使われるのにふさわしい場面と結びつけて文章を書いている。

Ｂ故事成語の由来を確かめ，それを使うことが日常の表現を豊かにすることを理解している。

言漢文特有のリズムを味わいながら書き下し文を読んで，故事成語の由来となった世界に触れている。

	2
	
	
	
	トロッコ
【読・文学】
	5
	・主人公の描かれ方をとおして，自分のものの見方や考え方を広げる。
	Ｃオ

言(ウ) 

漢(ア) 

活動例(ア)
	１　良平が体験したことを，時間の順序にしたがって，表にしてまとめよう。

２　場面ごとの良平の気持ちを話し合う。

　　情景の描写が，どのような効果をあげているか，話し合う。

　　作品に表れた作者の考え方について，話し合う。

３　「そのときの彼を思い出すことがある」のはどんなときだと思うか。書いてまとめる。
	関最後の場面に表れている作者のものの見方や考え方について，自分なりのものの見方や考え方をもとうとしている。

Ｃ主人公の心情がどのように描かれているかを，場面の展開にそって読み取っている。

Ｃ情景の描写が，物語の展開や作品の雰囲気を描き出すうえで，どのような効果をあげているかを考えながら読んでいる。

言主人公の心情や情景を描くうえで用いられている多様な語句（擬声語・擬態語や畳語など）について，その役割や効果に注意して読んでいる。

	
	
	
	
	せりふとト書き
【書】
	2
	・書いた文章を読み合い，題材の捉え方について感想を話し合う。
	Ｂオ

言(ウ)
	１　話のおもしろさを，せりふとト書きに着目して説明する。

２　四枚の写真を自由に並べかえ，それぞれにせりふとト書きをつけて，短い物語をつくる。
	関他の人の題材の捉え方や物語の組み立て方の工夫について考え，自分の表現に役立てようとしている。

Ｂ写真や絵などについてさまざまに発想して，意外性や転換のおもしろさのある物語を工夫して書いている。

Ｂ題材の捉え方や，物語の組み立て方の工夫に着目して，感想を交流している。

言書く目的にそって，事象や行為などを表す多様な語句の中から，効果的な言葉を選んで用いている。

	
	
	
	
	効果的な表現方法
【言】
	1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	言(オ)
	１　教材文を読んで，効果的な表現方法について考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関比喩や擬人法が表そうとしている状況について考えようとしている。

言比喩や擬人法の表現効果についておおむね理解している。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう⑨
【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関比喩やつながりに関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言比喩やつながりに関わる言葉を書いたり読んだりしている。

	
	
	
	言語感覚
	食感のオノマトペ
【読・説明】
	4
	・数値やグラフから読み取った情報を手がかりに文章を読み進める。
	Ｃカ

言(ウ) 

漢(ア) 

活動例(ウ)
	１　文中のグラフを見て，気づいたことを書き出す。

２　「食感のオノマトペ」について，筆者は三つの点から説明している。それぞれの調査方法と調査結果とを表にまとめる。

　　資料や調査結果から，筆者は「食感のオノマトペ」をどのように考察しているか。整理して説明する。

３　この文章を読んで，オノマトペについて考えたことを，本などを参考にしてまとめる。そのとき，必要な部分を引用する。
	関資料を引用したり用例をあげたりしながら，オノマトペについて感じたり考えたりしたことをまとめようとしている。

Ｃ日本語のオノマトペについて，どのような特徴があるかを，本文とグラフをもとに読み取っている。

Ｃ筆者が資料や調査結果をもとにどのように考え，整理したのかを読み取っている。

言さまざまなオノマトペが，日本語の表現を豊かにしていることを理解している。

	3
	
	
	
	正確に聞き取ろう
【話・聞】
	3
	・話される情報を正確に聞く。

・自分の考えとの共通点や相違点を整理して聞く。
	Ａエ

言(ア) 

活動例(ア)
	１　情報を正確に聞く。

２　意見を聞き取る。

３　友達と意見を聞き合う。

４　学習を振り返る。
	関全体と部分，事実と意見などに注意して話を聞いて，内容を確かめるために質問をしたり，考えを比べたりして，聞き取った内容を整理しようとしている。

Ａ話し手の伝えようとする内容がどのようなものかを，全体と部分，事実と意見などに注意しながら聞き取っている。

Ａ話し手の意見について，自分の考えと比べて同じところや異なるところを整理しながら聞き取っている。

言聞き手として，話し手の声の大きさや間の取り方，話す速さなどの話し言葉の特徴に注意して話を聞いている。

	
	
	
	
	未来を見つめる
【書】
	3
	・自分の伝えたいことを，適切な材料を用いて明確に書く。

・書いた文章を読み返し，わかりやすい書き方について考える。
	Ｂウエ

言(イ) 

活動例(ア)
	１　これからの自分を考える。

２　構成を考える。

３　下書きをする。

４　交流してから書く。

５　完成した文章を読み合う。

６　学習を振り返る。
	関交流したことをいかして推敲することをとおして，読みやすくわかりやすい表現の仕方について考えようとしている。

Ｂ書きたい事柄の中心が明確になるように，内容を整理している。

Ｂ読み手に内容が確かに伝わる文章になっているかどうかを，交流をとおして確かめ合っている。

言自分の「決意」を伝えるために選んだ漢字や短言葉について，その辞書的な意味をもとに自分らしい捉え方をして説明している。

	
	
	
	
	文脈状の意味と用法
【言】
	1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	(言)イ
	１　教材文を読んで，文脈上の意味と用法について考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関文脈上で意味のわからない単語を国語辞典で引いて，意味を考えようとしている。

言辞書的な意味をもとにして文脈上の意味をおおむね推定している。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう⑩
【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関言語や慣用句に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言言語や慣用句に関わる言葉を書いたり読んだりしている。


■２年生
	月
	３学期
	２学期
	単元名
	教材名【領域】
	時数
	学習目標
	指導事項・言語活動例
	学習活動
	評価規準

	4
	1学期
	前期
	伝統的な言語文化
	枕草子・徒然草

【伝】
	3
	・古典に表れたものの見方や考え方にふれ，登場人物や筆者の思いなどを想像する。
	伝(イ)
	１　筆者が人間や自然についてどう思っていたのか，現代の私たちと同じ点や違う点を考える。
	関古典に表れたものの見方や考え方などについて，現代と比べて考えるなどして，古典の世界を楽しもうとしている。

言現代語訳や解説などを手がかりにして，古典に描かれたものの見方や考え方に触れている。

	
	
	
	
	漢詩の世界

【伝】
	3
	・漢詩の特徴を生かして朗読するなどし，古典の世界を楽しむ。
	伝(ア)
	１　漢詩の中に描かれた情景や作者の心情などを想像しながら，朗読を工夫して，その世界を味わう。
	関漢詩の特徴をいかしたり，作品の世界を想像したりしながら朗読することをとおして，古典の世界を楽しもうとしている。

言語注などを手がかりに，作品に描かれた情景について想像したことをいかして読んでいる。

	
	
	
	
	国語辞典の活用

【言】
	1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	言(イ)
	１　教材文を読んで，国語辞典の活用について考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関言葉のもともとの意味を知ろうとして国語辞典を活用しようとしている。

言言葉にはもともとの意味や用法があることに理解している。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう①

【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関伝統文化や伝統的なものの数え方，伝統的なことわざに関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言伝統文化や伝統的なものの数え方，伝統的なことわざに関わる言葉を書いたり読んだりしている。

	5
	
	
	表現力１
	プレゼンテーションをしよう

【話・聞】
	4
	・社会生活の中から話題を決め，集めた材料を整理して資料をつくる。

・目的や状況に応じて，資料や機器などを効果的に活用して話す。
	Ａアウ

言(オ) 

活動例(ア)
	１　計画を立てる。

２　資料を集める。

３　効果的な伝え方を考える。

４　リハーサルをする。

５　プレゼンテーションをする。

６　学習を振り返る。
	関社会生活の中の話題について，自分の立場や考えを根拠を明らかにして伝えるために，資料や機器などを活用して話すことの効果を考えようとしている。

Ａ社会生活の中からテーマを決め，さまざまな方法で材料を集め，目的に応じて整理している。

Ａわかりやすく説明するために，機器などを用いたり，資料に図表や写真などを活用したりして話している。

言話す相手や目的にふさわしい話の形態や展開があることを理解している。

	
	
	
	
	読書感想文を書こう

【書】
	4
	・自分の感想や考えが効果的に伝わるように書く。

・文章を読み合い，自分のものの見方や考え方を広くする。
	Ｂウオ

言(イ) 

活動例(イ)
	１　印象に残ったことを書く。

２　印象に残った理由を書く。

３　考えたことをまとめる。

４　読書感想文を読み合う。

５　学習を振り返る。
	関読書感想文を読み合うことをとおして，さまざまな考え方を知ったり，表現や構成について気づいたりして，自分の文章の参考にしようとしている。

Ｂ読んだ本の内容について感じたことや考えたことを，文章の一節を引用したり表現を工夫したりして，わかりやすく説明している。

Ｂ感想文を読み合い，説明の仕方や，感想文に表れたものの見方や考え方などについて，自分の考えを述べている。

言読んだ本の内容について感じたことや考えたことを表現するためにふさわしい言葉を選んでいる。

	
	
	
	
	用言の活用

【言】
	2
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	言(エ)
	１　教材文を読んで，用言の活用について考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関「着る」と「切る」の活用の違いを考えようとしている。

言活用表のしくみをおおむね理解している。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう②

【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関表現に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言表現に関わる言葉を書いたり読んだりしている。

	6
	
	
	表現力２
	壁に残された伝言

【読・説明】
	4
	・発見された事実と，それを取材した筆者の思いがどのように書かれているかを読み取る。
	Ｃイ

言(ウ) 

漢(ア) 

活動例(イ)
	１　本文の写真を見比べて，感じたことや考えたことを書く。

２　本文の写真や図を参考に，「伝言」が発見された経緯と保存された事情を説明する。

　　本文に書かれたできごとが起こった理由を考えて話し合う。

３　伝言という言葉にこめられた二つの意味について，考えてまとめる。
	関「伝言」という言葉のもつ二つの意味について，図や表を用いて表現している筆者の思いや願いについて考え，自分なりのものの見方や考え方を広げようとしている。

Ｃ「伝言」が発見された経緯や保存された事情について，写真や図なども参考にして読み取っている。

Ｃ発見された「伝言」のもつ価値について読み取ったことをもとに，当事者にとってだけでなくその社会的意義を含めて，考えたことをまとめている。

言発見された「事実」の説明と筆者の「思い」を書き分けるために，段落の構成の仕方や図・写真の用い方について，筆者はどのように工夫しているかを理解している。

	
	
	
	
	意見文を書こう

【書】
	5
	・社会生活の中から課題を決め，自分の考えをまとめる。

・自分の意見や立場が明確になるよう，構成を工夫して書く。
	Ｂアイ

言(オ) 

活動例(イ)
	１　課題を設定する。

２　取材する。

３　構成する。

４　下書きを交流・清書する。

５　文章を読んで交流する。

６　学習を振り返る。
	関他の人の文章と自分の文章とを読み比べて，意見を伝えるためにふさわしい文章の構成や説明の仕方を考えようとしている。

Ｂ社会生活の中から選んだ課題について，多様な方法で集めた資料を友達と質問し合いながら整理し，自分の考えをまとめている。

Ｂ下書きの交流をとおして，意見や立場が明確か，根拠と意見がつながっているかなどの視点から文章全体の構成を見直している。

言伝えたい意見や事柄にふさわしい文章の展開を工夫している。

	
	
	
	
	さまざまな意味

【言】
	1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	言(イ)
	１　教材文を読んで，言葉のさまざまな意味について考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関多義語や類義語・対義語，同音異義語をあげようとしている。

言一つで多くの意味を持つ語句（多義語）や別の語でありながら表す意味が似た語（類義語），意味のうえで互いに反対の関係にある語（対義語），音が同一であって意味の異なる語（同音異義語）について理解している。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう③

【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関表現に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言表現に関わる言葉を書いたり読んだりしている。

	7
	
	
	理解力１
	走れメロス

【読・文学】
	4
	・登場人物の生き方や考え方について，自分の考えや意見をもつ。
	Ｃエ

言(イ) 

漢(ア) 

活動例(ア)
	１　メロスと王とが出会う場面を表にして整理する。

２　場面ごとのメロスの行動や気持ちを整理して話し合う。

　　最後のせりふを言ったときの王の気持ちについて考え，話し合う。

　　作品の登場人物の考えた方について，共感したり疑問をもったりした点を話し合う。

３　ある場面について，メロスの心情と自分の考えとを比べて感想を書く。
	関小説に描かれた人物のものの見方や考え方について，自分なりの考えをもとに感想を交流して，考えを深めようとしている。

Ｃ小説の中のそれぞれの場面の登場人物の言動や心情などについて，描写の効果なども考えながら読み取っている。

Ｃ登場人物のそれぞれのものの見方や考え方について，自分の考えと比べながら，共感できることや疑問をもったことをまとめながら読んでいる。

言人物の心情や行動を表すために作者がどのような言葉や表現を用いているかなどの，表現上の効果を考えながら小説を読んでいる。

	
	
	
	
	日本人はアリスの同類だった

【読・説明】
	4
	・自分のものの見方や考え方と比べながら読む。
	Ｃエ

言(エ)

漢(ア) 

活動例(イ)
	１　本文から日本のマンガとアニメを定義した文を探す。

　　『鳥獣人物戯画』と現代のマンガとを比べ，共通点と相違点とをまとめる。

２　〈絵〉と〈ことば〉との関係を整理して，具体的な例をあげて説明する。

　　本文に表れた筆者の見方について，自分の経験などと結びつけて考え，話し合う。

３　本文に表れた筆者の考えをまとめる。
	関筆者の「語り絵」についてのものの見方や考え方と自分の考え方とを比べ，話し合ったり考えたりすることを通して，自分の考えを広げようとしている。

Ｃ筆者が捉えているマンガとアニメという言葉の定義や，「鳥獣人物戯画」と「現代のマンガ」，「絵」と「言葉」という二つの言葉の関係を確かめながら，内容を読み取っている。

Ｃ「私たち日本人は～，昔からアリスの同類だったらしいのです。」（P91L7）という筆者のものの見方や考え方について話し合ったことをもとに，共感することや疑問に思ったことについて，自分の考えをまとめている。

言文中の「語り絵」という言葉の意味を，筆者がかぎかっことやまかっことを使い分けていることも含めて考えている。

	
	
	
	
	熟語の構成と意味

【言】
	1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	言(イ)
	１　教材文を読んで，熟語の構成と意味について考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関熟語の組み立てを考えて型に分類しようとしている。

言熟語の組み立てには型があることを理解している。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう④

【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関産業・経済に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言産業・経済に関わる言葉を書いたり読んだりしている。

	9
	2学期
	
	理解力２
	短歌の世界

【読・文学】
	4
	・語句の意味や用い方に注意して，作品世界を味わう。
	Ｃア

言(イ)

漢(ア) 

活動例(ア)
	１　意味の切れ目や調子に注意して音読する。

２　短歌にこめられた情景や心情について，調べたり考えたりしたことを交流する。

３　好きな短歌を選んで鑑賞文を書く。
	関一首を選んで鑑賞文を書くことをとおして，短詩形のよさや特徴などについて考えを深めようとしている。

Ｃそれぞれの短歌の内容や表現の特徴について，「短歌を味わうために」（P100）を参考に，自分の考えをまとめている。

Ｃ短歌にこめられている情景や心情，それを表現している語句の意味や方法について，感想をまとめ交流している。

言意味の切れ目や調子に注意して，短歌を朗読している。

	
	
	
	
	見られる側の言い分

【書】
	2
	・発想や表現のおもしろさについて感想を交流する。
	Ｂウオ

言(ア) 

活動例(イ)
	１　何かになりきってつぶやきを書く

２　作品を読み合い，感想を交流する。
	関題材に応じて表現を工夫した文章を書き，それを読み合うことをとおして，自分の考えを広げようとしている。

Ｂ「見られる側」の意見や心情が伝わるように，ふさわしい話題を選んだり描写や表現を工夫したりしている。

Ｂ書いた作品を読み合い，発想のおもしろさ，描写や表現の工夫の仕方に着目して意見を述べている。

言話し言葉の特徴を意識し，題材に応じて共通語と方言を使い分けるなど，言葉の使い方を工夫している。

	
	
	
	
	助詞・助動詞のはたらき

【言】
	2
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	言(ウ)
	１　教材文を読んで，助詞・助動詞について考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関自立語の後にさまざまな助詞・助動詞を付けて多くの文を作ろうとしている。

言助詞・助動詞が自立語の後についてさまざまな意味を表すことを理解している。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう⑤

【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関産業・経済，人と人との関係などに関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言産業・経済，人と人との関係などに関わる言葉を書いたり読んだりしている。

	10
	
	後期
	伝え合う力
	パネルディスカッションをしよう

【話・聞】
	5
	・異なる立場や考えの人にもわかるように，自分の考えをまとめる。

・相手の立場や考えを尊重し，目的にそって話し合う。
	Ａイオ

言(ア)(イ) 

活動例(イ)
	１　テーマを決める。

２　発表内容を組み立てる。

３　パネルディスカッションをする。

４　学習を振り返る。
	関目的にそって話し合うことをとおして，さまざまな立場や視点にふれたり，それらと自分の考えとを比べたりしようとしている。

Ａ自分の立場を支える資料を集め，異なる立場からの反論や意見などを予想しながら，述べ方や構成を考えている。

Ａ主張や意見，根拠や理由などを考えるための話し合いをとおして，互いの発言の内容を検討し，自分の考えを広げている。

言話し合いの中で，考えを伝えるのにふさわしい語句の用い方，言葉遣いがどのようなものかを理解している。

	
	
	
	
	小さな手袋

【読・文学】
	4
	・文体や描写に気をつけて読み，その表現効果について考える。
	Ｃエ

言(オ)

漢(ア) 

活動例(ア)
	１　登場人物を整理する。

２　場面ごとの語り手の気持ちを捉えて交流する。

　　語り手が物語に及ぼす効果について，考えて説明する。

３　視点人物を変えて物語を書き換える。
	関視点を変えて物語を書き換えるなどして，物語の構成や展開，描写や表現の効果などについて考えようとしている。

Ｃ作品のそれぞれの場面で，「私」の「シホ」に対する気持ちがどのように描かれているかを考えながら，内容を読み取っている。

Ｃ作者がなぜ「私」を視点にこの物語を書いたのかということについて，表現の効果も含めて考えている。

言作品の中の登場人物が，それぞれ他の人物からどのような人物として描かれているかを，表現に基づいて整理している。

	
	
	
	
	話し言葉と書き言葉

【言】
	1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	言(ア)(オ)
	１　教材文を読んで，話し言葉と書き言葉について考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関実際に発話して話し言葉に現れる特徴を見つけようとしている。

言話し言葉と書き言葉では語彙や表現，伝達の仕方などで違いがあることをおおむね理解している。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう⑥

【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関話し合いや日常生活に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言話し合いや日常生活に関わる言葉を書いたり読んだりしている。

	11
	
	
	思考力１
	事典をつくろう

【書】
	4
	・課題にそって材料を整え，観点を決めて自分の考えをまとめる

・具体的で効果的な説明の仕方を考え，描写を工夫する。
	Ｂアウ

言(エ) 

活動例(イ)
	１　事典の名前と見出し語と題材を決める。

２　観点を決めて材料を集める。

３　説明文を書いて事典をつくる。

４　交換して読み合う。
５　学習を振り返る。
	関描写の仕方を工夫して書くことをとおして，読み手に事実や事柄を効果的に伝えようとしている。

Ｂ書く内容にそって，説明の仕方を考えて材料を集めたり，整理したりしている。

Ｂわかりやすい説明や具体例を加えたり，例をあげて具体的に説明したりするなど，描写を工夫しながら書いている。

言微妙なニュアンスを伝えるために助詞や助動詞が果たしている役割について，理解している。

	
	
	
	
	｢循環型社会｣とは何か

【読・説明】
	4
	・文中に用いられている言葉を正しく理解し，筆者の論の進め方に注意しながら読む。
	Ｃアウ

言(ウ)

漢(ア) 

活動例(ウ)
	１　リサイクル・リデュース・リユースの意味と具体例とを表にまとめる。

２　筆者が最も伝えたいことが書かれた段落を探し，そう考えた根拠を説明する。

　　筆者の文章構成の工夫について話し合う。

３　「循環型社会」について「環境」と「資源」の二つの言葉を使ってまとめる。
	関文中に用いられている語句の意味を理解したうえで，述べられている意見について考えを広げようとしている。

Ｃ問題提起の文に着目し，それに対する論の展開を捉え，そこから筆者の主張を読み取っている。

Ｃ筆者の「論の進め方」と「具体例の取りあげ方」に着目し，そのような書き方をした目的や意図について自分の考えをもっている。

言意見を論理的に伝えるために，どのような文章の構成の工夫がされているかを理解して，内容を読み取っている。

	
	
	
	
	敬語の意味と種類

【言】
	1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	言(ア)(オ)
	１　教材文を読んで，敬語の意味と種類について考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関敬語を正しく使おうとしている。
言丁寧語、尊敬語、謙譲語の違いをおおむね理解している。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう⑦

【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関考えることや科学に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言考えることや科学に関わる言葉を書いたり読んだりしている。

	12
	
	
	思考力２
	蒼いみち

【読・文】
	4
	・描写の工夫や効果を考え，登場人物の心情の変化を読み取る。
	Ｃイ

言(イ)

漢(ア) 

活動例(ア)
	１　作品の登場人物を整理する。

２　他の登場人物に対する語り手の考えを捉えて話し合う。

　　文章に表れた語り手の思いを説明する。

３　登場人物の特徴が表れた表現を抜き出し，その効果について考えてまとめる。
	関登場人物の特徴を表している表現の効果について，考えたり感じたりしたことを交流して深めようとしている。

Ｃこの作品が「私」の視点で描かれていることから全体の構成や展開にどのような効果をあげているかを考えながら，物語を読んでいる。

Ｃ最後の場面での「私」の思いを，「納得した」内容を中心に考えたことを交流している。

言人物や情景を描くために用いられている言葉の使い方の工夫に着目して，物語を読んでいる。

	
	
	
	
	手紙文を書こう

【書】
	4
	・書いた文章を読み返し，言葉遣いや内容を見直す
	Ｂエオ

言(ア) 

活動例(ウ)
	１　下書きをする。

２　下書きを読み返す。

３　下書きを読み，アドバイスし合う。

４　清書して投函する。

５　学習を振り返る。
	関書いた手紙を読み返したり，書く目的を考えて意見や助言をし合ったりすることをとおして推敲の必要性を理解し，文章を書くことにいかそうとしている。

Ｂ書く目的にふさわしい文章にするために，語句や文の使い方や手紙の形式などに注意して，書いた手紙を読み返している。

Ｂ書いた手紙を互いに読み合い，文章の構成や材料の活用の仕方などについて意見を述べたり助言し合ったりしている。

言書く相手や目的にふさわしい言葉遣いや敬語を用いて書いている。

	
	
	
	
	文の成分の順序と照応

【言】
	1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	言(ウ)
	１　教材文を読んで，文の成分の順序と照応について考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関文の意味の曖昧さや照応の不適切さについて考えようとしている。

言曖昧な文の意味がはっきりするように直したり，照応の不適切さを修正したりしている。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう⑧

【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関自然や身体・健康に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言自然や身体・健康に関わる言葉を書いたり読んだりしている。

	1
	3学期
	
	想像力
	平家物語

【読・文学】

※【伝】との関連
	4
	・描かれた場面を想像し，登場人物の生き方について考える。
	Ｃイ

伝(ア)
伝（イ）
漢(ア) 

活動例(ア)
	１　場面や人物の様子を想像して朗読する。

２　場面ごとの熊谷次郎直実の行動や心情をまとめる。

３　「平家物語」の冒頭や「敦盛の最期」で描かれたものの見方や考え方について考えてまとめる。
	関「冒頭」と「敦盛の最期」で描かれているものの見方・考え方に共通するものは何かを捉え，それについての自分なりの考えをまとめようとしている。

Ｃ場面の展開や登場人物などの描写に注意しながら作品を読んで，内容を理解している。

Ｃ作品に描かれた人物のものの見方や考え方について，時代背景や状況なども考えながら想像して，交流を通して確かめている。

言文体の特徴に注意して，登場人物の心情や作者の思いを想像しながら，作品を音読している。

	2
	
	
	
	詩二編

【読・文学】
	2
	・構成や展開，描写の特徴を読み取る。
	Ｃウ

言(イ)

漢(ア) 

活動例(ア)
	１　観点にそって詩の内容を整理する。

２　読み取ったことが伝わるように朗読し，その違いを確かめ合う。

３　それぞれの詩の表現の工夫について，他の人の考えも含めてまとめる。
	関詩の構成や展開，表現の仕方について気づいたことを具体的にあげながら感想を発表し合い，考えを深めようとしている。

Ｃ詩の構成や展開，表現の仕方にどのような工夫があるかを，具体的な表現に基づいて考えながら，内容を捉えている。

Ｃ互いに朗読を聞き合い，詩の構成や展開，表現の仕方をどう捉えて朗読にいかそうとしたかを確かめ合っている。

言詩の中で使われている語句の意味を吟味したり，語句の使われ方の微妙な違いを意識したりしながら読んでいる。

	
	
	
	
	物語をつくろう

【書】
	4
	・伝えたいことが明確になるように表現を工夫する。

・文章の構成，表現の仕方について意見を交流する。
	Ｂイオ

言(オ) 

活動例(ア)
	１　ストーリーを構想する。

２　物語を書く。

３　感想を交流する。

４　学習を振り返る。
	関物語を書いて，読み合ったり感想を交流したりすることをとおして，文章の構成や表現の仕方を工夫しようとしている。

Ｂ選んだ絵から考えたことをもとに，場面や登場人物を設定し，物語の展開を考えている。

Ｂ文章の構成や表現の仕方などで工夫が見られた点やよかったところなどについて，意見を述べ合っている。

言想定した読み手に物語の内容が伝わるように，文章の形態や表現を工夫している。

	
	
	
	
	方言と共通語

【言】
	1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	言(ア)(オ)
	１　教材文を読んで，方言と共通語について考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関自分自身や身の回りの人からその地域の方言の言葉を探そうとしている。

言方言と共通語の違いやそれぞれのはたらきについておおむね理解している。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう⑨

【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関比喩やつながりに関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言比喩やつながりに関わる言葉を書いたり読んだりしている。

	
	
	
	言語感覚
	日本語メガネのかけ替え

【読・説明】
	3
	・ものの見方や捉え方の違いについて考えながら読む。
	Ｃオ

言(ア)

漢(ア) 

活動例(ウ)
	１　日本語の一人称の多様性から筆者が考えたことをまとめる。

２　英語と日本語の物事の捉え方の違いに対する筆者の考えについて話し合う。

３　題名について考えてまとめる。
	関文中の「メガネ」が，なぜかぎかっこをつけて書かれたのかということを中心に，筆者のものの見方や考え方についての意見を交流しようとしている。

Ｃ例示された事柄についての筆者のものの見方や捉え方が表れている言葉について，それぞれがどのような意図で書かれたのかを考えながら文章を読んでいる。

Ｃ筆者が二つの「メガネ」を使えるようになる前と後で，ものの見方や考え方がどのように変化したと考えているか，交流を通して確かめている。

言日本語の一人称のそれぞれがどのような使われ方をしているのかを確かめて，言葉の語感について考えている。

	3
	
	
	
	論理を追って聞こう

【話・聞】
	3
	・論理の展開に気をつけて聞き合い，自分の考えを深める。
	Ａエ

言(ウ) 

活動例(ア)
	１　話の構成を考えながら聞く。

２　友達と意見を聞き合う。

３　学習を振り返る。
	関話をまとまりとして聞いて，その内容について比べながら，自分の考えを広げようとしている。

Ａ他の学習者の話を聞いて，話の要点とそれがどのような事実に基づいているかを捉えている。

Ａ話の論理的な構成や展開に注意して聞いて，自分の考えと比べて賛成か反対か，納得できるかどうかなどの判断をしている。

言伝わりやすく聞き取りやすい話に必要な語順や語の照応に注意して，話したり聞いたりしている。

	
	
	
	
	この人を語る

【書】
	4
	・相手に効果的に伝わるように，構成や表現を工夫して書く。

・わかりやすい文章になるよう，語句や文，文章の構成を見直す。
	Ｂウエ

言(オ) 

活動例(イ)
	１　人物を決めて資料を集める。

２　構成を考える。

３　紹介の仕方を考えて書く。

４　パンフレットを読み返す。
５　学習を振り返る。
	関書く目的を明確にして読み手に効果的に内容が伝わるように，文章の構成や表現を工夫しようとしている。

Ｂ伝えたい事柄や事実が効果的に伝わるように，具体例の示し方や，説明・描写の仕方を工夫して書いている。

Ｂ伝えたい内容にふさわしい説明や描写になっているか，それぞれの記事のつながりが適切かなどの視点から文章を整えている。

言書く目的にそって，文章の形態や展開にふさわしいものとなるように（考えながら），資料を用いて書いている。

	
	
	
	
	さまざまな熟語の読み

【言】
	1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	言(イ)
	１　教材文を読んで，さまざまな熟語の読みについて考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関特別な読み方をする熟語の読み方について考えようとしている。

言特別な読み方をする熟語についてそのしくみをおおむね理解している。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう⑩

【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関特別な読みに関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言特別な読みに関わる言葉を書いたり読んだりしている。


■３年生
	月
	３学期
	２学期
	単元名
	教材名【領域】
	時数
	学習目標
	指導事項・言語活動例
	学習活動
	評価規準

	4
	1学期
	前期
	伝統的な言語文化
	おくのほそ道

【伝】
	3
	・歴史的背景を考えながら古文を読み，古典の世界に親しむ。
	伝(ア)
	１　文章のもつリズムを味わいながら朗読する。

２　芭蕉がどのような思いを抱いて旅をしたか。根拠をあげて話し合う。

３　本文にある芭蕉の読んだ三つの句から一つを選び，三百字程度の鑑賞文を書く。
	関芭蕉の旅への思いを想像しながら選んだ句についての鑑賞文を書くことをとおして，古典の世界に親しもうとしている。

言作品の背景をふまえて，俳句に描かれた情景につながる地の文の内容を捉えている。

	
	
	
	
	中国の古典の言葉

【伝】
	3
	・漢文の一節を引用して，自分の体験や考えを文章にまとめる。
	伝(ア)(イ)
	１　漢文独特のリズムや口調を味わいながら朗読する。

２　中国の古典の言葉の一説を引用し，三百字程度の文章を書く。

３　中国の古典言葉から読み取った内容について交流する。
	関中国の古典（漢文）の一節を引用した文章を書いたり読み合ったりすることをとおして，古典に表れているものの見方や考え方を捉えて，言語生活にいかそうとしている。

言中国の古典（漢文）の一節を引用した文章を書いたり読み合ったりして，その言葉の意味の捉え方や用い方の妥当性を確かめている。

	
	
	
	
	慣用句・四字熟語
【言】
	1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	言(イ)
	１　教材文を読んで，慣用句・四字熟語について考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関慣用句の正しい使い方や四字熟語の由来・意味について考えようとしている。

言慣用句を集めたり，四字熟語を使った短文を作ったりしている。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう①
【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関伝統や四字熟語に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言伝統や四字熟語に関わる言葉を書いたり読んだりしている。

	5
	
	
	表現力
	パブリックスピーチをしよう

【話・聞】
	4
	・相手や場に応じた内容を考え，適切な言葉遣いで話す。

・聞き取った内容や表現の仕方を，自分の表現にいかす。
	Ａイウ

言(ア) 

活動例(ア)
	１　条件をはっきりさせる。

２　テーマや話題を決める。

３　スピーチメモをつくる。

４　スピーチをする。

５　学習を振り返る。
	関話す相手や場の状況にふさわしいスピーチを考えることをとおして，内容や組み立て，言葉遣いを考えて，効果的な話し方について工夫しようとしている。

Ａ聞き手の人数や立場をふまえて，適切な言葉遣いを意識しながらスピーチの内容を考えている。

Ａ自分の表現にいかすために，内容の組み立て方や話し方，言葉遣いについて評価しながら，スピーチを聞き合っている。

言相手や場面に応じた言葉遣いや，敬語の適切な使い方を理解している。

	
	
	
	
	｢私の友情論｣を書こう

【書】
	3
	・資料を適切に引用して説得力のある文章を書く。

・書いた文章を読み返し，文章全体を整える。
	Ｂイウ

言(イ) 

活動例(ア)
	１　自分の考えを書き出す。

２　資料を選び，引用の仕方を考える。

３　カードをもとに書く。

４　交換して読み合う。

５　学習を振り返る
	関取りあげた問題についての自分の考えを明確にするために，論理の展開の仕方や資料の用い方に注意して，文章の体裁を整えようとしている。

Ｂ書く目的にそって，自分の考えを述べるためにふさわしい資料を用いて書いている。

Ｂ説得力のある文章になるように，論理の展開や資料の用い方を見直している。

言社会生活で使う語彙について意識しながら言葉を使い，語感を磨き語彙を豊かにしている。

	
	
	
	
	冥王星が｢準惑星｣になったわけ

【読・説明】
	4
	・この文章と他の資料とを読み比べ，筆者の考え方や論の進め方について考える。
	Ｃウオ

言(イ)

漢(ア) 

活動例(イ)
	１　「天王星」，「海王星」，「冥王星」の発見は，それぞれどのような技術革新によってもたらされたのかをまとめる。

２　文中の語に着目しながら，冥王星が「準惑星」になった経緯を説明する。

　　冥王星が「準惑星」になったことについて，本文と資料とを読み比べて，気づいたことや考えたことなどを話し合う。

３　本文中の５枚の新聞記事や写真，図表が，それぞれどのような効果をあげているかを箇条書きでまとめる。
	関科学的な内容を伝えるための文章で，構成や展開，表現の仕方，資料の用い方などがどのように工夫されているかを考えながら読み比べて，書き手の意図と表現の仕方の関わりを考えようとしている。

Ｃ冥王星が準惑星になった経緯について，根拠や歴史的な経緯をふまえて順序立てて説明している。

Ｃ本文と資料とを読んで，それぞれの文章に表れている社会や自然についての見方や考え方の違いを比べながら考えている。

言天文に関する内容を科学的に説明するために，筆者が論の展開や言葉の使い方を工夫していることを理解して（文章の内容を読み取って）いる。

	
	
	
	
	相手意識と敬語の機能
【言】
	1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	言(ア)
	１　教材文を読んで，相手意識と敬語の機能について考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関話し相手や話の場面に適切な言葉や表現考えようとしている。

言話し相手や話の場面にふさわしい敬語を使って対話をしている。

	6
	
	
	
	漢字を使いこなそう②
【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関表現に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言表現に関わる言葉を書いたり読んだりしている。

	
	
	
	理解力
	｢文殊の知恵｣の時代

【読・説明】
	4
	・筆者の主張と，それを支える具体例との関係を考えながら読む。
	Ｃイ

言(イ)

漢(ア) 

活動例(ウ)
	１　筆者は「文殊の知恵」とはどのようなものだといっているかがわかる部分に線を引く。

２　本文の前半と後半とで，筆者はそれぞれどんなことを述べ，それらはどのような関係にあるかを整理して話し合う。

　　筆者の主張とそれを支える具体例との関係を考えるために，資料にある二つの文章を読み，考えた意見を交流する。

３　「文殊の知恵」を生みだす力について，自分の体験をふまえて考え，書いて整理する。
	関文章の論の展開にしたがって筆者の考えを理解し，自分の体験と結びつけて考えようとしている。

Ｃ筆者の主張の根拠や，わかりやすく述べるための論理の展開を確かめながら，内容を的確に理解している。

Ｃ本文と後の二つの文章とを読み比べて，筆者の主張と根拠の示し方について，その違いや妥当性などについて自分の考えをまとめている。

言「三人寄れば文殊の知恵」という言葉の由来を確かめたり，類似した表現を調べたりして，語感を磨いたり，語彙を豊かにしたりしている。

	
	
	
	
	猫

【読・文学】
	4
	・場面の展開にそって人物の心の動きを読み取る。
	Ｃイ

言(イ)

漢(ア) 

活動例(ア)
	１　ソフィアの目には，マッペとスヴァンテはそれぞれどのような猫として映っているかを，表にしてまとめる。

２　獲物を捕り始めたことで，マッペに対するソフィアの気持ちはどのように変化したか，書いてまとめる。

　　ソフィアが「マッペに帰ってきてほしいの！」と叫んだ理由を考えて話し合う。

３　「おばあさん」が作品の中で果たしている役割がわかる部分を書き出す。
	関登場人物が作品全体の中で果たしている役割について評価して，作品のよさについて考えようとしている。

Ｃ主人公の気持ちの変化を，猫の成長による変化と関連づけて捉え，作品の世界がどのように描かれているかを考えている。

Ｃ主人公の発言にこめられた思いが，作品全体のなかでどのような意味をもつかということについて，交流をとおして考えを深めている。

言登場人物の気持ちや言動を特徴づけている語句や語彙について，場面や描写にそって理解している。

	
	
	
	
	詩の魅力を伝えよう

【書】
	3
	・グループで取材して考えを深め，適切な構成を工夫する。

・書いた文章を読み合い，自分の表現にいかす。
	Ｂアエ

言(イ) 

活動例(ア)
	１　詩を選び，魅力を探る。

２　情報を集める。

３　魅力を伝える文章を書く。

４　学習を振り返る。
	関書いた文章を互いに読み合って，情報の活用の仕方や文章の構成を評価し合い，自分の文章にいかそうとしている。

Ｂ書く目的にそって集めた情報について，さまざまな視点や立場から検討して考えを深めている。

Ｂ他の人との交流をとおして，集めた情報の中から何を取りあげ，どのように書くかを考えている。

言選んだ詩の中の語句や表現について，その意味の微妙な違いを説明している。

	7
	
	
	
	俳句の世界

【読・文学】
	3
	・語句の意味や表現の効果を考えながら，読み味わう。
	Ｃア

言(イ)

漢(ア) 

活動例(ア)
	１　句切れに注意しながら，俳句を音読する。

２　季語に注意して，掲載された俳句にこめられた情景や心情を読み味わい，交流する。

３　好きな俳句を選び，自分なりの視点をもって鑑賞文を書く。
	関選んだ俳句について，その句の表現の特徴やよさを評価して，言葉の使い方について考えを深めようとしている。

Ｃ解説文を参考に，句切れなどの表現の特徴に注意して音読し，句の内容を理解している。

Ｃ季語などを手がかりにして，それぞれの句の情景や作者の心情を捉え，語句の用い方の効果などについて感じたことを交流している。

言俳句に用いられている語句の意味や，語句の使われ方について理解している。

	
	
	
	
	国語辞典の広がり

【言】
	1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	言(イ)
	１　教材文を読んで，国語辞典の広がりについて考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関国語辞典をさまざまな用途に使おうとしている。

言国語辞典を活用してさまざまな課題について調べている。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう③
【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関社会・経済や産業・技術に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。
言社会・経済や産業・技術に関わる言葉を書いたり読んだりしている。

	
	
	
	伝え合う力
	｢企画会議｣を開こう

【話・聞】
	4
	・話題を決め，資料などを活用して説得力のある話をする。

・話し合いの展開や進行を工夫し，お互いの考えをいかし合う。
	Ａアエ

言(イ) 

活動例(イ)
	１　話題を決め，企画を出す。

２　企画を交流する。

３　企画を統合する。

４　企画を発信する。

５　学習を振り返る。
	関少数意見を尊重するなど，全体としての話し合いがよりよい結論に至るように意識して，話し合いに参加しようとしている。

Ａ話す目的にそって内容を考え，相手に伝わるように話の構成や資料の提示の仕方を工夫するなどして，効果的に話している。

Ａお互いの考えをいかしたりまとめたりするために，話し合いの内容について質問をしたり意見を述べたりしている。

言言葉についての知識を広げ，話す目的にふさわしい語句を用いている。

	9
	2学期
	
	
	海馬

【読・説明】
	4
	・説明の工夫や聞き手の役割に注目しながら対談を読み，考えたことをまとめる。
	Ｃア

言(イ) 
漢(ア)
活動例(ア)
	１　対談者の説明でわかりやすいと思う箇所をあげる。また，その理由を考えてメモする。

２　対談者の言葉が対談を進めるうえで果たしている役割について，考えて説明する。

　　文中の言葉に注目して，神経細胞の特長について考え，話し合う。

３　対談者の答え方の工夫や聞き方の上手さを感じた部分を書いてまとめる。
	関対談という形式から，話し手が伝えたい内容の中心を理解するためにどのような整理の仕方をすればよいかを考えようとしている。

Ｃ対談において，説明の仕方や話の聞き方にどのような工夫や配慮があるかを，確かめながら読んでいる。

Ｃ神経細胞の特徴について，「回路」「情報」や，「都市」「都市設計」という言葉を使うことで，どのようなよさや効果があるか考えて，自分の言葉で説明している。

言対談の中で言い換えをしている言葉について，それがどのようなつながりや効果をうみだしているかを考えながら読んでいる。

	
	
	
	
	表現につなげる文法１

【言】
	1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	言(イ)
	１　教材文を読んで，文章表現について考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関助詞相当の語句を使ったり，文末の表現を変えたりすることによって生じる意味の違いについて考えようとしている。

言場面や文脈に適した助詞相当の部句や，さまざまな文末の表現の働きについておおむね理解している。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう④
【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関話し合いや日常生活に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言話し合いや日常生活に関わる言葉を書いたり読んだりしている。

	
	
	
	思考力
	主張文を書こう

【書】
	4
	・社会生活の中から課題を決め，自分の考えを深める。

・論理の展開を工夫して，説得力のある文章を書く。
	Ｂアイ

言(イ) 

活動例(ア)
	１　主張したい内容を決める。

２　考えを整理する。

３　構成を考えて清書する。

４　書いた文章を交換して交流する。

５　学習を振り返る。
	関文章を書く目的にふさわしい形態・論理の展開・言葉遣いなどに着目して，説得力のある文章とはどのようなものかを考えようとしている。

Ｂ社会生活の中から決めた課題について，自分の考えを広げたり深めたりするために，多様な方法で材料を集めたり整理したりしている。

Ｂ説得力のある文章になるように，考えの根拠となる適切な資料を用いたり，文章全体の構成を工夫したりして書いている。

言書く目的にそって考えを整理したり説明・説得したりするために適切な語句を選んで文章を書いている。

	10
	
	後期
	
	高瀬舟

【読・文学】
	6
	・生き方や社会のあり方について，自分の考えを深める。
	Ｃエ

言(ア)

漢(ア) 

活動例(ア)
	１　喜助と庄兵衛はどのような人物として描かれているか，箇条書きでまとめる。

２　喜助の言葉や行動が庄兵衛にもたらした思いを，ある視点からまとめる。

　　本文の結末の表現が暗示していることについて，考えて交流する。

３　この作品を読んで，人の生き方や社会のあり方などについて，考えたことを書く。
	関小説に描かれている人の生き方や社会のあり方について，これまでに読んだ本を振り返ったり，新たに読書をしたりして，考えを深めたり広げたりしようとしている。

Ｃ登場人物の心の「ゆれ」や，他の人物の発言や行動などが与えた影響がどのようなものかを考えながら，作品に描かれた世界を理解している。

Ｃ作品の最後の一文から人の生き方について考えたことを，交流をとおして深めている。

言小説に使われている言葉について，それが書かれた時代，人物の描かれ方による用い方や意味の違いを現在の言葉遣いと比べながら，作品を読んでいる。

	
	
	
	
	和語・漢語・外来語
【言】
	1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	言(イ)
	１　教材文を読んで，和語・漢語・外来語について考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関語種の違いによって生じる伝わる意味の違いを考えようとしている。

言語種の違いをもつ類義語をおおよそあげている。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう⑤
【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関考えることや自然に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言考えることや自然に関わる言葉を書いたり読んだりしている。

	11
	
	
	
	好きな和歌を紹介しよう

【書】

※【伝】との関連
	4
	・書いた文章を交流し，自分の表現に役立てる。
	Ｂエ

伝(ア) 

活動例(ア)
	１　響きを味わって音読する。

２　紹介する文章を書く。

３　感想を交流する。

４　学習を振り返る。
	関書いた文章について感想を交流し，文章の展開や表現の仕方などについて評価し合うことをとおして，自分の表現をよりよいものにしようとしている。

Ｂ選んだ作品について，情景や作者の心情，作品のよさなどについて感じたことを整理して，紹介する文章を書いている。

Ｂ書いた文章を読み合い，作品に描かれた情景や心情と，取りあげた作品について考えたり感じたりしたこととが伝わるように書かれているかを，交流をとおして確かめ合っている。

言作者の立場や作品の背景となる状況をふまえて，作品に描かれた情景や作者の心情に親しんでいる。

	
	
	
	想像力
	詩二編

【読・文学】
	3
	・詩を読み比べ，表現の特徴や効果を考える。
	Ｃウ

言(イ)

漢(ア) 

活動例(ア)
	１　二編の詩の内容と表現の仕方について，「相違点と共通点」「詩の表現上の特徴」に着目して，読み取ったことをまとめる。

２　それぞれの詩を読み，「用いられている語句のよさや特徴」「描写の仕方についてのよさや特徴」について，考えたことや感じたことを説明する。

３　感じ取ったよさや特徴が伝わるように声に出して読み，作品の理解を深める。
	関それぞれの詩から感じられるよさや特徴をいかしながら朗読し，作品の理解を深めようとしている。

Ｃ二つの詩に共通することと相違することとを整理し，表現の仕方の特徴が，詩の内容とどう関わっているかを考えながら読んでいる。

Ｃそれぞれの詩に用いられている語句や描写の仕方のよさや特徴について感じたことや考えたことを，交流を通して深めている。

言詩に用いられている象徴的な文語や方言のもつ表現効果を理解している。

	
	
	
	
	理想のロボット

【書】
	2
	・構成の工夫や表現の仕方を評価しながら読み合う。
	Ｂエ

言(イ) 

活動例(ア)
	１　身のまわりを見つめ，題材を集める。

２　ロボットの名称や特色，用途などを考える。

３　ロボットの「仕様書」を書く。

４　完成した仕様書を読み合って，話し合う。
	関伝わりやすい説明の仕方とはどのようなものか，交流をとおして考えようとしている。

Ｂ書く目的にふさわしい言葉の使い方や文章の構成，表現の仕方とはどのようなものか，交流をとおして確かめている。

言伝えたい内容が明確に伝わるように慣用句・四字熟語，和語・漢語・外来語などを適切に用いている。

	12
	
	
	
	言葉の現在・過去・未来
【言】
	1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	言(ア)
	１　教材文を読んで，言葉の現在・過去・未来について考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関現在ゆれが生じている言葉や使われなくなった死語を探そうとしている。

言現在ゆれが生じている言葉や使われなくなった死語をいくつか指摘している。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう⑥
【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関比喩やつながりに関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言比喩やつながりに関わる言葉を書いたり読んだりしている。

	1
	3学期
	
	言語感覚
	対話劇を体験しよう

【話・聞】
	2
	・状況や相手に応じて言葉を使い分ける。

・ふだんの自分の話し言葉について考えを深める。
	Ａイウ

言(ア) 

活動例(ア)
	１　台本を読む

２　対話劇をする。

３　学習を振り返る。
	関対話劇を演じたり聞いたりすることをとおして，自分たちの話し言葉を振り返り，目的・相手・場面などに応じた話し方について考えようとしている。

Ａ場の状況や相手の様子に応じて対話劇のせりふを考えている。

Ａ人物の立場や人柄，心理などと，せりふに用いられている言葉や話し方との関係に注意して対話劇を聞いている。

言相手や場面に応じた適切な言葉や話し方があることを理解している。

	2
	
	
	
	｢ありがとう｣と言わない重さ

【読・説明】
	5
	・言葉と生活・社会・文化について考えながら読む。
	Ｃエ
言(ア)

漢(ア) 

活動例(ウ)
	１　モンゴル人，日本人，アメリカ人の，感謝の気持ちとそれを表す言葉との関係についての考えがわかる箇所に線を引く。

２　「ありがとう」と言わないことを筆者が「重さ」と表現している理由を，考えて話し合う。

３　言葉と生活・社会・文化との関わりについて，考えたことをまとめよう。
	関筆者のものの見方や考え方を理解し，言葉とその背景にある文化について，話し合いをとおして考えを深めようとしている。

Ｃ三つの感謝の表現の違いについての筆者の見方や考え方を読み取って，その見方や考え方について根拠をもって評価している。

Ｃ題名にこめられた筆者の思いについて，交流を通して考えを深めている。

言「ありがとう」，「バヤルララー」，「サンキュー」がそれぞれどのような語感をもって使われているかを比べて，言葉の伝わり方について考えている。

	3
	
	
	
	大切な言葉で編む

【書】
	3
	・必要な資料を探し，適切に引用して文章を書く。

・文章を読み返し，編集の意図が生きるように工夫する。
	Ｂイウ

言(イ) 

活動例(イ)
	１　題名を決める。

２　材料を探す。

３　構成を考える。

４　紙面を作る。

５　学習を振り返る。
	関アンソロジーをつくることをとおして，意図や目的が読み手に伝わるように表現の仕方を工夫しようとしている。

Ｂ書く目的にそって，さまざまな方法で集めた材料を整理して，ふさわしい文章の形態や構成を考えて編集している。

Ｂ文章を読み返して材料の取りあげ方や文章の構成などを見直して，アンソロジーの体裁を整えている。

言選んだ言葉を手がかりにさまざまな言葉に触れることをとおして，語感を磨き語彙を豊かにしている。

	
	
	
	
	表現につなげる文法２
【言】
	1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
	言(イ)
	１　教材文を読んで，文章表現について考える。

２　「やってみよう」に取り組む。
	関自動詞と他動詞による文の意味の違いや，異なる副助詞を使った文の意味の違いについて考えようとしている。

言自動詞と他動詞による文の意味の違いや，異なる副助詞を使った文の意味の違いについておおむね理解している。

	
	
	
	
	漢字を使いこなそう⑦
【漢】
	1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
	漢(ア)(イ)
	１　小学校で学習した漢字を書く。

２　中学校で学習する漢字を学ぶ。
	関慣用句に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。

言慣用句に関わる言葉を書いたり読んだりしている。


　　　　年間学習指導計画に基づく学習の評価
　この資料における各教材についての評価規準と評価方法の例をお示しします。評価規準と評価方法はすべての教材について「関心・意欲・態度」と「言語についての知識・理解・技能」は必ず示すとともに，領域目標を学習目標に対応する形で各領域２つずつ例示しています。

＜表の見方について＞

　教材名

　…この資料に掲載されている教材は，必修となる「本編」の教材です。１教材につき１シートで作成されています。

　学習目標

　…各教材の冒頭に掲載されている学習目標と同じものです。
　言語活動

　…各教材の言語活動と，学習指導要領の各領域の言語活動例との対応例を示しています。

　　なお，言語活動例はあくまで多様な活動の一部ですので，言語活動例で示された活動の結果として獲得が期待される言語能力との対応を示したものもあります。
　○「Ａ十分満足できると判断される」状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例

　☆Ｂを実現していない学習者への手だての例
　…「○」はA規準の例示です。
　　なお，Ａについては非常に多様な状況が考えられます。したがってこの資料では，Aと判断される姿の例を示していますが，この例にあてはまらない場合でも適宜Aに到達していると判断してください。
　　「☆」は「Ｂ（おおむね満足できると判断される状況）」に到達できていない学習者への手だての例示です。各教材の全ての評価規準で示しています。
　言語についての知識・理解・技能
　…〔言語事項〕以外の三つの領域では，「言語についての知識・理解・技能」についての指導事項はこの欄に掲載しています。
　『学びを広げる』

　…各学年の『学びを広げる』の教材は，本編の「読むこと」教材と入れ替えが可能な教材についてのみ評価規準を掲載しています。
　「確かめよう」の評価
　…「確かめよう」については，短時間（15～30分程度）での扱いを想定しているため，各領域の能力の評価規準を一つだけ示しています。



















































*�『児童生徒の学習評価の在り方について（報告）』，平成２２年３月２４日，


　中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会


*�「中学校学習指導要領　第１章　総則　第４の２（６）」参照。


*�『報告』「３．学習評価の今後の方向性について　（１）学習評価の意義と学習評価を踏まえた教育活動の改善の重要性」参照。


*�『答申』「９．（３）効果的・効率的な指導のための諸方策」P143


*�『報告』「４．観点別学習状況の評価の在り方について　（６）観点別学習状況の評価を円滑に実施するに当たっての留意事項」参照。


*�『報告』「３．学習評価の今後の方向性について　(１)学習評価の意義と学習評価を踏まえた教育活動の改善の重要性」参照。


*�『報告』「３．学習評価の今後の方向性について　(2)今回の学習評価の改善に係る基本的な考え方」参照。


*�『報告』「４．観点別学習状況の評価の在り方について　(4)「関心・意欲・態度」の評価に関する考え方」参照。


*�『参考資料』「第１編　第２章　３　各学校における学習評価の進め方及び留意点」P12


*�『報告』「４．観点別学習状況の評価の在り方について　（６）　観点別学習状況の評価を円滑に実施するに当たっての留意事項　（評価時期）」参照


*�『報告』「３．学習評価の今後の方向性について　（１）学習評価の意義と学習評価を踏まえた教育活動の改善の重要性」参照。


*�『報告』「４．観点別学習状況の評価の在り方について　（５）各教科における評価の観点に関する考え方」参照。
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